
二
次
性
高
血
圧
と
は
、
血
圧

が
高
く
な
っ
て
い
る
原
因
の
疾

患
が
特
定
で
き
る
高
血
圧
の
こ

と
で
す
。
高
血
圧
症
患
者
さ
ん

の
85
～
90
％
は
原
因
が
特
定
で

き
な
い
本
態
性
高
血
圧
症
で
す

が
、
残
り
の
10
～
15
％
は
二
次

性
高
血
圧
症
で
す
。

二
次
性
高
血
圧
の
主
な
原
因

と
し
て
、
腎
血
管
性
、
腎
炎
や

糖
尿
病
性
腎
症
な
ど
に
よ
る
腎

障
害
、
原
発
性
ア
ル
ド
ス
テ
ロ

ン
症
な
ど
の
副
腎
の
内
分
泌
異

常
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
本
能
性
高
血

圧
で
は
生
活
習
慣
を
見
直
し
、

そ
れ
で
も
血
圧
が
下
が
ら
な
い

場
合
に
は
薬
物
に
よ
り
血
圧
を

下
げ
る
対
処
療
法
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
二
次
性
高
血
圧
は
原
因

を
治
療
す
る
こ
と
で
血
圧
が
下
が
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

二
次
性
高
血
圧
の
原
因
を
調
べ
る
た
め

に
、
血
液
検
査
や
尿
検
査
を
行
い
、
腎
臓

の
機
能
低
下
や
内
分
泌
疾
患
の
有
無
を
検

査
し
ま
す
。
当
院
で
は
、
睡
眠
時
無
呼
吸

症
候
群
の
検
査
と
し
て
ま
ず
簡
易
検
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
腎
血
管
性
高
血

圧
で
は
、
腹
部
エ
コ
ー
検
査
で
、
腎
臓
の

大
き
さ
に
左
右
差
が
な
い
か
、
腎
臓
に
流

入
す
る
腎
動
脈
の
血
管
が
狭
く
な
り
、
血

流
が
速
く
な
っ
て
い
な
い
か
を
調
べ
ま
す
。

狭
窄
し
た
腎
動
脈
の
治
療
に
は
、
腎
動
脈

血
管
造
影
（
下
写
真
）
で
、
狭
窄
し
た
腎

動
脈
に
バ
ル
ー
ン
や
ス
テ

ン
ト
を
用
い
て
拡
張
す
る

腎
動
脈
形
成
術
を
循
環
器

医
師
が
行
い
ま
す
。

血
小
板
製
剤
と
は
、
血
漿
に
浮
遊
し
た

血
小
板
で
、
血
液
成
分
採
血
に
よ
り
白
血

球
の
大
部
分
を
除
去
し
て
採
血
し
た
も
の

で
す
。

〇
保
存
方
法

20
～
24
℃
振
盪
保
存

〇
容
量

・
10
単
位
…
200
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

・
15
単
位
…
250
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

・
20
単
位
…
250
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

自
己
血
輸
血
と
は
、
手
術
の
際
の

出
血
に
備
え
、
前
も
っ
て
採
血
を
行

い
保
存
を
し
て
、
手
術
後
な
ど
必
要

に
応
じ
自
分
自
身
の
血
液
を
輸
血
す

る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
輸
血
後

の
副
作
用
や
感
染
症
の
心
配
が
な
い

と
い
う
大
き
な
利
点
が
あ
り
ま
す
。

自
己
血
輸
血
に
は
「
貯
血
法
」
と

い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
方
法

は
、
特
別
な
機
器
を
使
用
し
な
い
た
め
汎
用
性
の

高
い
方
法
で
す
。
対
象
と
な
る
の
は
、
主
に
手
術

時
の
出
血
量
が
予
想
で
き
、
輸
血
す
る
可
能
性
の

高
い
方
で
、
全
身
状
態
が
よ
く
、
手
術
ま
で
の
日

数
が
あ
る
方
と
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
貧
血
傾
向

に
あ
る
方
は
自
己
血
輸
血
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
細
菌
に
感
染
し
て
い
る
方
や
発
熱
し
て

い
る
方
は
、
保
存
期
間
中
に
血
液
内
で
細
菌
が
増

殖
す
る
危
険
性
が
あ
り
使
用
不
可
能
に
な
っ
て
し

ま
う
た
め
対
象
外
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
狭
心
症
や
大
動
脈
弁
狭
窄
症
な
ど
の

循
環
器
系
の
疾
患
が
あ
る

場
合
で
は
、
採
血
に
よ
り

循
環
器
系
の
動
き
に
悪
影

響
を
与
え
る
た
め
慎
重
な

判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

自
己
血
輸
血
を
行
う
場

合
、
通
常
で
は
手
術
の
１

～
２
週
間
前
に
必
要
量
の

採
血
を
行
い
ま
す
。
担
当

医
の
指
示
に
よ
り
鉄
剤
を

使
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
、
薬
の
影

響
で
便
が
黒
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
エ
リ
ス
ロ
ポ

エ
チ
ン
と
い
う
赤
血
球
を
増
や
す
薬
を
使
用
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

採
血
日
の
前
日
は
十

分
な
睡
眠
と
食
事
を
し
っ

か
り
と
り
、
体
調
の
良

い
状
態
で
採
血
日
を
迎

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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脈を調べましょう

3（みゃ）月９（く）日は脈（みゃ
く）の日です。また3月9日から１
５日までは心房細動予防週間です。

脈は自分でも調べることができ
るので、この機会にぜひ試してみ
てくださいね。

出典「心房細動週間ウェブサイト」
より

ﾁｪｯｸ！

もらってみたい

ふるさと納税返礼品は

毛ガニ、和牛、イクラ、ほたて...

と考えてみたら

この町って魅力的だなぁと改めて

おもいました。

腎動脈血管造影写真

３
月
と
い
え
ば
思
い
浮
か
ぶ
の
が

臨
床
検
査
技
師
の
国
家
試
験
の
合

格
発
表
の
ド
キ
ド
キ
と
、
４
月
か
ら

の
初
就
職
の
ド
キ
ド
キ
で
す
。
あ
れ

か
ら
約
１
０
年
た
ち
ま
し
た
。
最
近

は
肝
が
据
わ
っ
た
の
か
大
人
に
な
っ
た

の
か
ド
キ
ド
キ
が
減
り
ま
し
た
が
、

こ
こ
ら
で
初
心
に
戻
り
検
査
に
対
す

る
愛
情
を
思
い
出
し
、
日
々
の
仕
事

を
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記

腹部大動脈

腎動脈


